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研究成果の概要 

本研究では、キラルイオン液体を用いたイオントロニクス、すなわちカイラルイオントロニクスとい

う新概念を用いて、凝縮系物質に対する空間反転対称性とキャリア密度の同時制御を実現し、これによ

って、非自明な電磁交差物性を創出するとともに、スピントロニクス・スピン依存電気化学反応などへ

の応用を指向した、これらの物質の材料化・デバイス化への展開も行い、空間反転対称性の破れに基づ

く新たな物性科学基盤を開拓することを目的としている。 

 本年度は前年度までに確立した電気化学的インターカレーション法の各種物性への適用を志向して、

ファンデルワールス磁性体やファンデルワールストポロジカル物質の層間へのキラル分子インターカ

レーションを実現した。すなわち、キラル磁性体、キラルトポロジカル物質の創製に成功した。現在こ

れらの物質群の基礎物性評価やキラリティ由来の創発物性の観測を進めているが、以上の結果は本手

法がキラル凝縮系物質を創製するための普遍的手法になり得ることを示している。 

 また、低次元不安定性から低温にて超伝導と電荷密度波が競合するファンデルワールス層状物質と

して知られる TiSe2への電気化学的インターカレーションを行ったところ、低温にてインターカレーシ

ョンに伴う電荷密度波の抑制と超伝導転移を観測した。更に、この超伝導が二次元超伝導体に特有の

Berezinskii-Kosterlitz-Thouless転移を示す理想的な二次元超伝導体であることを明らかとした。以

上の結果は、キラルイオン液体による電気化学的インターカレーション法が、二次元層状物質において

その低次元性を強化しつつ、低次元特有の量子相の不安定性を解消する手法となりうることを示して

いる。 
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